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1) 2019年度決算概要(連結)

決算概要

≫ 親会社株主に帰属する当期純利益は、
253億円となり、前年同期比＋22億円

連単差

3行合算当期純利益 333億円

のれん償却費 ▲3億円

FG連結調整等 ▲77億円

YMFG連結純利益 253億円

≫ 主な変動要因
・有価証券関連収益の増加（+72億円）

（内訳）

・利息配当金（＋15億円）
・売買損益等（＋57億円）

・与信関係費用(△)の増加（+45億円）
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2019年度決算 経常利益増減要因(連結)

≫ 貸出金、役務、有価証券、与信費用については各ページに詳細記載

2019/3期 2020/3期
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(単位:億円)

334
366

貸出金利息 預金利息 役務利益 有価証券収益

経費
(臨時処理分含む)

与信費用
その他

・邦貨貸出金
▲12億円

・外貨貸出金
▲ 1億円

≫ p.8

≫ p.11

≫ p.10

≫ p.9
・邦貨預金利息

＋5億円
・外貨預金利息

＋9億円

・ワイエム証券関連
(グループ銀行への支
払手数料含む)

▲10億円

・利息・配当
+15億円

(うち投信解約益
+29億円)

・売買損益等
+57億円

・人件費(臨時含む)
＋15億円

・物件費等
＋ 5億円

・一般貸引要因
▲30億円

・個別貸引要因等
▲15億円

・外貨調達コスト
▲6億円



2019年度決算概要(銀行単体)

≫ 特にもみじ銀行で与信費用が増加したが、有価証券関連収益等により当期純利益333億円（前期比＋43億円）

6

900 ▲ 0 503 +7 281 ▲ 7 115 ▲ 0

 資金利益 891 +0 513 +5 267 ▲ 5 110 ▲ 0

 うち預貸金利益 711 +0 381 +2 222 ▲ 1 107 ▲ 1

 うち有価証券利息配当金 214 +15 157 +22 51 ▲ 7 6 +0

 役務取引等利益 71 ▲ 11 50 ▲ 7 17 ▲ 3 2 ▲ 0

541 ▲ 24 271 ▲ 9 194 ▲ 13 74 ▲ 1

358 +24 231 +16 87 +6 40 +1

438 +56 307 +54 76 ▲ 19 54 +21

333 +43 230 +42 62 ▲ 14 41 +15

117 +44 59 +8 53 +39 5 ▲ 3

538 ▲ 30 269 ▲ 11 192 ▲ 16 75 ▲ 2

372 +77 262 +53 87 +6 22 +17

経常利益

当期純利益

  与信関係費用（△）

  経費（△）（臨時処理分含む）

  有価証券関連収益

前期比

コア業務粗利益

　経費（△）（臨時処理分除く）

北九州

銀行前期比

コア業務純益

(億円）
３行合算

山口

銀行

もみじ

銀行前期比 前期比



貸出金平残（銀行別）

+2,399億円
(＋3.3％)

+198億円
(＋1.7％)

+536億円
(＋2.4％)

+1,666億円
(＋4.2%)

≫ 貸出金平残は３銀行すべてで増加し、前期比＋2,399億円（＋3.3％）、うち邦貨貸出金で＋2,189億円（＋3.1％）
≫ 事業体別では大企業の伸びが大きく、前期比＋1,269億円（＋7.7％）

(単位:億円)

前期比

2) 貸出金残高
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もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

36,911 39,017 40,683 

21,481 
22,247 

22,783 

10,670 

11,412 
11,610 

69,063 
72,678 

75,077 

2018/3期 2019/3期 2020/3期

29,157 30,294 31,056 

14,638 
16,397 

17,666 

11,673 
12,244 

12,631 

9,645 

9,607 
9,379 

2018/3期 2019/3期 2020/3期

大企業

中小企業

個人

地公体

65,114
68,543

70,732

邦貨貸出金平残（事業体別)

+2,189億円
(＋3.1％)

▲228億円
(▲2.3%)

+387億円
(＋3.1％)

+762億円
(＋2.5%)

+1,269億円
(＋7.7%)

(単位:億円)

前期比



0.95%

0.88%
0.83%

1.08%
1.01%

0.97%
0.99%

0.94%

0.92%

1.00%

0.93%

0.89%

0.80%

0.85%

0.90%

0.95%

1.00%

1.05%

1.10%

1.15%

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行 3行合算

1.08%

1.10%

1.03%

1.10%

1.04%

1.00%
1.03%

0.99% 0.96%

1.08%
1.06%

1.01%

0.80%

0.85%

0.90%

0.95%

1.00%

1.05%

1.10%

1.15%

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行 3行合算

314 308 304 

86 89 89 

192 190 189 

62 54 47 

2018/3期 2019/3期 2020/3期

400 430 421 

236 233 228 

110 113 112 

2018/3期 2019/3期 2020/3期

3) 貸出金利回り／利息

630642655

邦貨貸出金利回り

邦貨貸出金利息(事業体別)

大企業

中小企業

個人
地公体

▲7bps ▲4bps

(単位:億円)
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2018/3期 2019/3期 2020/3期

▲12億円▲13億円

貸出金利回り

貸出金利息(銀行別)

もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

762776747

3行合算
利回りの
前期比

▲2bps ▲5bps

(単位:億円)

3行合算
利回りの
前期比

2018/3期 2019/3期 2020/3期

≫ 貸出金利回りは、邦貨貸出金利回りの低下幅縮小が続くも、外貨貸出金利回り低下の影響もあり全体では低下
≫ 3行合算の貸出金残高は増加基調だが、利回りの低下をカバーできず貸出金利息は減少



101

31 27

4 1

▲ 69

▲ 41
▲ 35

▲ 19

10

73

117

-150

-100

-50

0

50

100

150

2009/3 2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3

547 453 404 335 268 200 153 115 81 75 85 125 

735 
764 

729 
686 

713 
667 

592 
560 

463 442 485 
532 

2.95%

1.24% 1.25%
1.28%

-1.00%

-0.50%

0.00%

0.50%

1.00%

1.50%

2.00%

2.50%

3.00%

3.50%

0

500

1,000

1,500

2,000

4) 与信費用／不良債権

与信関係費用(3行合算)

貸倒引当金残高(FG連結)

金融再生法開示債権残高(3行合算)

≫ 与信関係費用(3行合算)は、特にもみじ銀行の費用が増加したことを受け、前期比+44億円
≫ 金融再生法開示債権残高は2019/3期と同水準を維持

破産更生
債権等

危険債権

要管理債権

開示債権比率

一般貸倒
引当金

個別貸倒
引当金

(単位:億円)

(単位:億円)

(単位:億円)

+47億円

+39億円

与信関係費用

一般貸引要因

個別貸引要因等

前期比
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+44億円



63 65 66 

77 
58 50 

36 

21 

17 

7 

3 

2 

2018/3期 2019/3期 2020/3期

5) 役務関連収益

もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

銀行以外

184

148

137

役務取引等利益(FG連結) 変動要因の主な内訳

≫ 投信・保険・証券手数料減少の影響等により、連結役務取引等利益は前期比▲10億円

▲10億円

＋1億円

(単位:億円)

前期比
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団信保険料／ローン保証料

ATM手数料等

ワイエム証券関連収益

ワイエムコンサルティング
関連収益

2019/3期 2020/3期

148

137

銀行投信／保険販売手数料

銀行法人関連手数料

▲7億円

▲3億円

▲0億円



4,294 
2,553 3,370 

231 
1,209 

2,148 

7,037 

4,371 
3,456 

1,593 

1,331 
930 

1,455 

1,754 1,856 

1,230 

1,191 
1,551 

1,425 

1,555 
1,790 

2018/3期 2019/3期 2020/3期

84 66 

(64)(44) (2)
1 

976 

722 

371 

(54) (79)

(225)(108)
(53)

(67)

223 208 
262 

82 80 

87 8 
5 

22 

2018/3期 2019/3期 2020/3期

6) 有価証券

その他有価証券の評価損益(3行合算) 有価証券関連収益(3行合算)

有価証券時価残高(3行合算)

≫ 3月の株価急落の影響から、評価損益は大幅に悪化（前期比▲638億円）

もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

国内債券

その他投信

外国債券

株式投信 国内債券
（社債）

（地方債）
（国債）

国内株式
外国債券
株式投信

その他投信

853

654

15

15,11013,966

17,265

372
(94)294

(53)

314
(65)

(単位:億円)

(単位:億円)

(単位:億円)

合計（うち政策投資
株式売却損益）

▲130億円

▲351億円

▲146億円

+78億円

2019/3期比

+1,144億円

▲638億円

うち純投資部門
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2018/3期 2019/3期 2020/3期

▲68億円
11,562

8,134 8,973

国内株式

＋3億円

▲14億円

▲355億円
▲355億円に金利ｽﾜｯﾌﾟ
(繰延ﾍｯｼﾞ）の評価損益

▲127億円を含む

▲122億円



13.62%

14.03%

13.28%

12.92%
12.77%

12.62%

7) 自己資本比率(連結・銀行単体)

山口フィナンシャルグループ連結 グループ内銀行の自己資本比率

≫ その他有価証券評価差額金の減少に加え、貸出金増加、ファンドへの出資約束額の増加を主因とし、
連結総自己資本比率は前期比▲1.0％の12.62％

もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

総自己資本比率

普通株式等Tier1比率
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13.37%

13.91%

13.29%

13.62%

12.62%

12.72%

13.64%

13.29%
13.55%

12.41%

2016/3期 2017/3期 2018/3期 2019/3期 2020/3期

16.32%

17.61%

16.34%
16.57%

15.24%

10.83%

10.13%
9.86%

10.37% 10.31%

10.75%

10.95%

11.52%

11.15% 11.02%

2016/3期 2017/3期 2018/3期 2019/3期 2020/3期

利益剰余金積み上げ
＋0.41%

2020/3期2019/3期

◆主な変動要因（FG連結総自己資本比率）

その他有価証券
評価益の減少

▲0.75%

貸出金増加
▲0.36%

ファンドへの
出資約束額増加

▲0.15%
その他

▲0.15%

※山口銀行は国際統一基準により、もみじ銀行および北九州銀行は
国内基準によりそれぞれ算出



≫ 預貸金利益、役務利益の増加により、経常利益350億円、当期純利益230億円を見込む

8) 2020年度通期業績予想（連結・銀行単体）
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2020年度通期業績予想 経常利益増減要因(連結)

2020/3期 2021/3期
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(単位:億円)

366 350

貸出金利息

預金利息
役務利益

有価証券収益 経費
(臨時処理分含む)

与信費用 その他
・邦貨貸出金

＋37億円
・外貨貸出金

▲ 5億円

・邦貨預金利息
＋3億円

・外貨預金利息
＋4億円

・ワイエムコンサル
＋31億円

・法人関連手数料
(ビジマ等)

＋16億円
・IFAサービス

＋29億円
・保険ひろば

＋11億円
・利息・配当

▲68億円
(うち投信解約益

▲72億円)
・売買損益等

▲100億円

・人件費(臨時含む)
＋23億円

・物件費
＋ 4億円

・経費性税金
▲ 1億円

・一般貸引要因
▲19億円

・個別貸引要因等
＋11億円

・外貨調達コスト
+9億円

与信費用の内訳（３行合算）


